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研究成果の概要（和文）：『BTSJによる日本語会話コーパス（トランスクリプト・音声）2015年版』（333会話、約78
時間）、話者同士の関係等の会話の社会的要因、及び「自然会話教材作成支援システム」機能を組み込んで、自然会話
コーパスと自然会話教材のリソースとなりうる自然会話データの保存の一元化を行い、「共同構築型データベース」と
して「自然会話リソースバンク（Natural Conversation Resource Bank: NCRB）」の基盤を構築した。また、『BTSJ文
字化入力支援・自動集計・複数ファイル自動集計システムセット（2015年版）』を完成し、語用論、対人コミュニケー
ション研究の効率化を実現した.

研究成果の概要（英文）：We’ve constructed what we call “Natural Conversation Resource Bank (NCRB)" 
which incorporates the "BTSJ Corpus of Japanese Conversational Interaction (with transcripts, sounds and 
movies) ver.2015” (333 conversations, 78 hours), database of social factors of conversations, and the 
auto-support system of "making communication teaching materials using natural conversation data". These 
data become resource of natural conversation corpus and "teaching materials using natural conversation 
data". We’ve also constructed a “BTSJ system-set" for auto-calculation of basic descriptive statistics 
for one file and more than one file. We believe that this “Natural Conversation Resource Bank (NCRB)" as 
“Conversational Interaction Corpus database for Collaborative Construction” will contribute to make the 
progress of the research fields of pragmatics and interpersonal communication.

研究分野：日本語教育学、語用論、談話研究、対人コミュニケーション論、言語社会心理学

キーワード： 会話分析　話し言葉コーパス　コーパス言語学　語用論　談話研究　自然会話の教材化　教材リソース
バンク　話し言葉データバンク
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１． 研究開始当初の背景 
 ＜言語教育に応用可能な「自然会話リソー
スバンクの構築」とその研究に関する学術
的背景＞ 
従来の国内外の自然会話研究の多くは、
少量のデータを扱う定性的なアプローチ
に留まっており、会話参加者間の社会的関
係、既知度、会話の場面性などの社会的要
因を考慮して収集した大規模な談話デー
タに基づく「定量的分析」はほとんど行わ
れていない。 
また、昨今盛んに構築される「言語コー
パス」の大半は、語数や品詞、形態素の数
を算出し、言語形式の共起関係を抽出する
など、文法理論や自動翻訳機制作に貢献し
ようとする言語学的、工学的目的に即した
ものである。その結果、会話における微妙
な「間」が、対人コミュニケーション上ど
のような機能を持っているかといったよ
うな「人間の相互作用研究」に適し、且つ、
定量的分析・定性的分析の双方が可能な
「自然会話コーパス」はほとんどない。し
かし、日本語教育をはじめとする言語教育
には、このようなコーパスこそが切望され
ている。 
本研究代表者らは、平成 7-8年度、13-14
年度、及び、平成 15-18年度、平成 20-22
年度の４回、計 11 年間に渡って科研費補
助金を得て、定性的・定量的双方の分析に
適した会話データの文字化と解析のシス
テムである「基本的な文字化の原則（BTSJ: 
Basic Transcription System for 
Japanese）」を開発し、データベース化を
行い、タグ付けした自然会話コーパスを構
築し、その公開と無料配布を行ってきた。 
(http://www.tufs.ac.jp/ts/personal/usami
ken/danwaindex.htm)しかし、これらのデ
ータは、様々なタイプのデータを拡充し、
より多くの研究者に利用してもらうため
には、その配布方法も合理化する必要があ
る。 
＜自然会話リソースバンクの構築による世
界的教材共有ネットワークの実現に関す
る学術的背景＞ 
昨今の談話行動の語用論的研究や、自然
会話と創作会話の比較研究等から、創作さ
れた会話教材の不自然さが指摘され、自然
会話を素材とする教材へのニーズが、特に、
普段自然なコミュニケーション場面に触
れる機会が少ない海外の日本語教育現場
において高まっている。 
しかし、場面や状況が無限にあると自然
会話を、どのような観点から教材化するか
といった問題や、自然会話の録画や文字起
こし、及び、その教材化には、膨大な時間
と労力がかかることがネックになってお
り、未だ、体系化された「自然会話教材」
は、英語など他の言語の教材も含めて、ほ
とんどない。本研究が企図するネットワー
クを介して、オンラインで世界中で共有で

きる「ユビキタス型自然会話教材」は、管
見の限り、世界的に例がない。 
上記のような研究動向を踏まえ、本研究
代表者らは、平成 20-22年度に、「挑戦的
萌芽研究」において、作成に膨大な時間と
労力がかかるという問題を解決するため
に、試作された自然会話教材をリソースと
してプールし、世界中で共有して、随時、
現地の事情やニーズに応じて加工したり、
教授項目を追加しながら、Web上で活用し
ていくことができる「自然会話教材作成支
援システム」の機能を持つ「自然会話教材
リソースバンク」の考案を行った。そして、
それを地球レベルで共有するための体系
的なシステムを構築するための探索的研
究を行い、試作版を作成した。本科研研究
では、これらの成果に基づいて、試作教材
を拡充するとともに、自然会話コーパス・
データベースとデータ保存を一元化し、
「共同構築型データベース」としての「自
然会話リソースバンク（NCRB: Natural 
Conversation Resource Bank）」を共有化
することによって、関連分野の研究を合理
化していく必要がある。 

 
２．研究の目的 
(1) BTSJ に基づく文字化プロセスを一部自
動化することによって、「人間の相互作用
の研究」に適した質の高い「自然会話コ
ーパス（音声・映像）」構築の時間と労力
を大幅に軽減する。 

(2) 文字化システムに自動集計機能を搭載し、
会話の場面、人数、内容、話者情報等々
をデータベース化することによって、自
然会話コーパスを利用する研究の効率化
と高度化をはかる。 

(3) 構築した「自然会話コーパス（音声・映
像）」を、「語用論的研究」と「自然会話
教材開発」のためのリソースバンクとし
て共有化し、一元管理することによって、
自然会話データの入力・保存と、会話内
容や話者に関する情報の検索・抽出や、
データを利用した自然会話教材の作成が、
体系的・総合的にできるようにする。 

(4) 「自然会話リソースバンク」を公開し、
世界各地のニーズに応じた教材のアップ
ロードや既存の教材への追加・加工が行
える「自然会話教材作成支援システム」
を構築することによって、世界各地から
オンラインで情報検索ができ、ユビキタ
ス環境で自然会話素材の共有化と教材作
成・利用ができる、研究と教材化作業が
一体となった共同構築型データベースで
ある「世界的教材共有ネットワーク」（自
然会話リソースバンク（NCRB: Natural 
Conversation Resource Bank)を実現する。 

(5) 自然会話リソースバンクにある自然会話
データを活用した語用論、対人コミュニ
ケーション、日本語教育に関する研究を
推進する。 



３．研究の方法 
 既に研究代表者らが構築してきた以下の
「自然会話コーパス」の拡充・整備を行う。 
（宇佐美：基盤 B（15-18 年度、20-22 年度） 
『BTS による多言語話し言葉コーパス-日
本語会話１,２』 
『BTS による日本語話し言葉コーパス１
（初対面・友人、雑談・討論・誘い）』 
BTSJ 文字化入力支援・自動集計システムの機
能拡張・精緻化を行う。 
会話に関する情報（場面、人数、内容、話
者同士の関係等々）のデータベース化 
（情報検索・抽出システムの構築）を行う。  
リソースの一元化にかかわる作業を行い、 
「共同構築型データベースとしての「自然会
話リソースバンク（NCRB: Natural 
Conversation Resource Bank)）を構築する。 
これらのデータベースの拡充・整備を行い
ながら、NCRB の改善方法や運用方法、新たな
研究の視点を開拓していく。また、また、NCRB
に格納されている自然会話データを活用し
て、語用論、対人コミュニケーション、日本
語教育に関する研究を行っていく。 
 以下の図１に、「研究計画・方法の全体図」
を図示する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

図１ 研究計画・方法の全体図 
 
 
 
 
 
 
 

４．研究成果 
 主な研究成果は、以下の通りである。 
(1) 『BTSJ による日本語会話コーパス（トラ
ンスクリプト・音声）2015 年改訂版』（333
会話、総時間4718分 45秒（約 78時間）、
うち音声付きデータ 203 会話、2363 分
48 秒（約 39時間））を完成した。 

(2) これに伴い、作成済みの会話に関する情
報（場面、話者人数、話者同士の関係、
話題内容等々）のデータベースも、自然
会 話 リ ソ ー ス バ ン ク （ Natural 
Conversation Resource Bank: NCRB）に
組み込み、精緻化した。 

(3) 『BTSJ 文字化入力支援・自動集計・複数
ファイル自動集計システムセット（2015
年版）』を完成した。 

(4) 「BTSJ 活用方法講習会」を１０回（国内
７回、海外３回）を開催した。 

(5) 「共同構築型データベース」自然会話リ
ソースバンク（Natural Conversation 
Resource Bank: NCRB）を構築した。 

(6) 開発し構築したコーパスやデータベー
スに格納したデータや機能を用いて、
「自然会話を素材とするコミュニケー
ション教材」を作成した。 

(7) 上記の成果物（NCRB データベース内に格
納した自然会話データ、『BTSJ 文字化入
力支援・自動集計・複数ファイル自動集
計システムセット』）を活用して、語用
論、対人コミュニケーション、異文化間
コミュニケーション、ポライトネス理論、
ディスコース・ポライトネス理論などに
関する研究を行い、国内外で様々な形で、
発表した。（以下の主な発表論文等を参
照のこと） 
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